
いわて新産業創造センター 

インキュベートルーム募集案内 
 

■入居資格 
　創業者　創業５年未満の企業又は個人等（これから創業する方を

含みます。） 

　新事業展開をお考えの企業または個人 
　研究開発型企業　各種研究開発を行う企業又は団体等 

■申込方法 
　「インキュベートルーム入居申込書」に必要事項を記載のう
え、当センターに提出してください。様式は、当センターにお
越しいただくか、又は下記のホームページからダウンロード
してください。 
　http://www.joho-iwate.or.jp/info/incu  

■募集期間 
随時受け付けます。 

■入居者の決定 
　申込みに応じ、入居審査委員会を開催し、入居者を決定し
ます。 
※ 入居審査会で簡単なプレゼンテーションをしていただくこと

を予定しています。 

募集するインキュベートルーム  
規　　格 約9.5ｍ×3.2ｍ＝約30m2、床はフリーアクセ

ス仕様 
附属設備 電話・ＦＡＸ各１回線、多機能電話機１台、電源

100V20A 
設置場所 マリオス７階　いわて新産業創造センター内

　 
利用料金 63,000円／月 
 ※敷 金 等　敷金、礼金及び施設の共益費は

徴収しません。 
 ※電気料等　電気料金、電話料金及び地域冷

暖房費（時間外使用分）等は入居
者の負担となります。 

利用期間 ３年以内（ただし、年度毎に継続入居審査を行
います。） 

入居可能日 平成16年8月より 

 区　分 面　積 寸　法 ブース数 
Ａタイプ 約2.6¤ 約1.4m×1.9m 3 
 Bタイプ 約2.0¤ 約1.4ｍ×1.4ｍ 1 
 

創業準備ブース利用案内 
 

　交流サロン内にあるデスクブースを創業準備ブー
スとして貸出しいたします。単なるレンタルブース
ではなく、創業予定者、創業5年未満の方を対象に
していますので、利用条件を確認のうえ、ご応募く
ださい。 

◆申込方法 
　下記問い合わせ先へ資料を請求のうえ、関係書類を
添えてお申込ください。 

創業準備ブースの仕様等 
　 
◆規　　格 
 
 
 
 
 
◆付属設備 机、イス、アーム型照明、県の産業支援機

関情報ネットワークによるインターネッ
ト接続回線（パソコンは各自持ち込み）、
カラーコピー・FAX（有料） 

◆利 用 料  無料 
◆利用期間 6ヵ月（ただし、6ヵ月以内の延長を認め

る場合がある） 
◆利用可能日 平成16年8月から 

◆利用可能曜日 月～金曜日の9:00～17:30 
　及び時間 

 履歴書 決算書 会社案内 
 （代表者） （過去２期分） （概要） 

創業予定者 ○   
個人事業者 ○ ○ ○ 
法人事業者 ○ ○ ○ 

 新事業支援課  TEL 019-621-5070　FAX 019-621-5481 
   URL http://www.joho-iwate.or.jp/info/sogyo 
   E-mail　kigyouka２@joho-iwate.or.jp

お申込み・ 
お問合わせ先 

　岩手県では、厳しい経済環境の中、地域の経済の活性化を図るため、盛

岡駅西口のインテリジェントビル「マリオス７Ｆ」にインキュベートルーム

を設置し、管理運営を（財）いわて産業振興センターに委託しております。 

　このインキュベートルームでは、創業間もない方や、新たに事業を開始

する方、既存企業の方で、新事業展開をお考えの方等を対象として、低廉

な料金で施設を提供するとともに、3名のマネージャーを中心としたきめ

細やかなソフトの支援体制を整えています。 

インキュベートルーム 
創業準備ブース 募集案内 

共感を獲得せよk 
　読者諸氏の旅の楽しみは何だろ

うか。自然の風景や街並みであった

り、社寺仏閣や遺跡などの文化財で

あったり。あるいは、おいしいお酒や

料理との出会いを求めて出かける

方もおられるだろう。「いやいや具体

的な目的などいらない。ただのんびり

過ごせればそれでいい」という読者

もおられるかもしれない。しかしそれ

とて、実はちゃんとした目的が潜んで

いる。それは「のんびり過ごせる」時

間と空間を得たいという願望だ。 

　私たちはみな、旅先で自分の求め

ている何かを見つけたとき、思わず

納得してしまう。事前に頭の中へ詰

め込んだ情報や知識、その情報や

知識から得られたイマジネーション…。

旅先では、無意識のうちにそれらの

確認作業を行っている。そして、確

認作業を通じて納得できたポイント

が多ければ多いほど満足感を味わ

うことができる。つまり、いかに消費

者が“ナットク”できる商品やサービ

スを提供できるかが、ビジネスの基

本となるのである。 

　このとき注意しなければいけない

ことは、“ナットク”するのはあくまで

消費者であるということ。私たち商

品の送り手は、ともすれば消費者が

求めている価値観を自分たちで決

めつけてしまう傾向があるが、たとえ

「新しい商品、新しい価値を創造する」

といっても送り手がすべきことは消

費者が納得できる商品を「選択」す

ることであり、モノサシはいつも買い

手側にあることを忘れてはいけない。 

　では、どうすれば消費者の“ナットク”

を得られるのか。その第一のキーワー

ドは「共感」である。私たちが「共感

した」という場合、必ず自分の知識

や経験の中にモノサシとなる情報をもっ

ている。旅行に出かける前にガイドブッ

クを調べることも、スーパーやデパ地

下で惣菜を買う前に試食してみるこ

とも、みなそのための情報を集めて

いるのである。あるいは自分自身の

中にモノサシをもっていない場合、ほ

かの多くの人が認める価値観に頼

ろうとする。ブランド品だと安心して

買おうとする日本人の行動などはそ

の一例だが、いずれにしても目の前

にある商品やサービスにモノサシを

あててみて、「そうそう」とうなづけれ

ば消費者は納得し、購入あるいは満

足するのだ。 

 

意外性を追求せよk 
　消費者の“ナットク”を得るもう一

つのキーワードは「意外性」である。

私たち人間には好奇心というものが

ある。この好奇心が強い人、新しい

ものやこれまで目にしたことのないこ

となど経験知にない価値観に対して

興味や可能性を抱く人たちの納得

する最大の要素が、意外性なので

ある。この傾向は私たちの日常生活

の中にも垣間見られる。たとえば、新

聞の報道やテレビのニュース、ワイド

ショーなど。最初に「うっそー」「まさか」

といった印象をもった情報ほど記憶

に残りやすいことからも実感してい

ただけると思う。 

　商品にしてもサービスにしても、強

いイノベーションを発揮しやすいのが、

実は意外性である。共感にしても意

外性にしても、それらがまわりの人た

ちに共鳴することで広がってゆくの

だが、意外性の強い商品やサービ

スは、最初は受け入れる人数が少な

いものの、その人たちはコアのグルー

プを形成しやすく、強力な推進力に

なりやすい。しかも意外性に共鳴す

る人たちというのは、いわゆる知識

人や経済的に恵まれた人たちが多く、

社会的な影響力も少なくない。経営

革新であれ事業であれ、新しい取り

組みを始める場合は、意外性を意識

しながらすすめることが大事になる。 

　この「共感」と「意外性」の関係。

筆者のような経営コンサルタントが起

業や業種変更、新規事業の開拓に

際してアドバイスする「マス」と「ニッチ」

の関係、あるいは企業の広報や宣伝、

商品開発の企画・制作などにも通じ

る重要なテーマである。今回はやや

概念的な話に終始してしまったが、

次号ではさらに詳しく話をすすめて

みたい。 

経営コンサルタント　岩渕公二 
（ジーベック代表取締役） 

　前号は九州旅行での話題を紹介したが、旅の楽し
み方も人それぞれ。出かける前にガイドブックを購入
し、入念に下調べをしてから出発する人。予備知識を
持たず、旅先での出会いにまかせて感動をむさぼる
人…。こうした行動には、旅行に限らずあらゆるビジネ
スに通じるキーワードが隠れている。今回の『流通・
通』は人をひきつける2つのキーワードを紹介しよう。 

ホッとしてGood。ハッとしてGood。 

産業情報いわて 1110 sangyo joho-iwate


